
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『 学校図書館支援センター通信 』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
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http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 
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                                  ７月号 
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         平年より早い梅雨明けを迎え、毎日暑い日が続いています。学校では節電対策がと

られ、学校図書館も昨年までのように涼しい環境とはいかないのではないでしょうか。 

 学校図書館にかかわる皆様は、このような時でも子どもたちが図書館に足を運びたくなるような様々

な工夫をされていることと思います。 

 今年度注文した新刊本が、そろそろ学校に届き始めているようです。新しい本は、子どもたちの興味

をひきつけるだけでなく、今まであまり本に触れなかった子どもが「ちょっと読んでみようかな？」と

手を伸ばすきっかけにもなります。特設のコーナーを設けて閲覧しやすい工夫をしたり、図書館の掲示

物を涼しげなものにかえて環境作りをしたりするだけで、「図書館に来る子どもの数や表情が変わった」

という経験をお持ちの方もいらっしゃることでしょう。 

 また、様々な課題図書や夏休みの宿題の参考になる本を担任の先生が紹介したり、読 

み聞かせをしたりすると、多くの子どもたちが本を手に取るようになり読書量が飛躍的 

に増すこともあります。 

 夏休みの貸出に合わせて、一人でも多くの子どもたちが本に触れたくなるような工夫 

をしていきましょう。 

  

  

  

  

  

～ 鶴指小学校・大洲小学校で行われました ～ 

６月８日（水）に学校司書の高桑弥須子さんをお招きして「おはなし あ・ら・か・る・と」と題

した講演会と読み聞かせの研修会が行われました。 

「 物語は、 物語る。」という説明に始まった高桑さんの語り口に、皆、しばしのあいだ本の世界

に引き込まれてしまいました。その後、読み聞かせを行うときの本の読み方や見せ方、開き方を教え

ていただき、それぞれに持ち寄った読み聞かせ用の本を手にとって実践練習に入りました。 

読み聞かせのときの注意事項は、 

①ゆっくり過ぎるくらいゆっくり読む。②はっきりと読む。③丁寧に読む。④口を大きく開けて読む。    

の４つでした。中学校ブロックごとのグループでお互いに読み手と聞き手にわかれて、注意事項を確

認しながら行いました。  

 また、お互いに持ち寄った本の書名を書き留めて今年度の購入図書のリスト 

に加えている方もいらっしゃいました。 

 ８月２５日（木）に行われるネットワーク会議では、午後のグループ別研修 

会で、学校司書の方々を中心に「 ワークショップ 」を行います。詳しい内容 

は先日配付した文書に記載されておりますのでそちらをご覧ください。これら 

の研修会の内容を今後の読書活動に役立てていただけたらと思います。 

 

市内の学校図書館は、学校ごとに部屋の数や広さが違います。それぞれの場所にあわせて書架や机・椅

子の配置を工夫して、子どもたちが利用しやすい環境が整えられています。学校ごとに異なる空間ですが、

どこもさまざまな工夫に溢れています。 

例えば、季節に合わせた掲示物が図書館の入り口に掲示してあったり、書架ごとに担当の図書委員の名

刺が貼ってあったり、牛乳パックを使った手作りの椅子や「本の病院」と書かれた箱（痛んだり修理が必

要だったりする本を入れる物）等が置かれていたり、様々なアイテムが子どもたちを 

迎えています。 

また、読書祭りや読書集会など様々なイベントも行われています。 

教育センターでは、読書活動の推進を図るために１つでも多くの学校図書館を 

訪問させていただきたいと考えております。 

素敵な取り組みや読書に関するイベント、図書館利用に関する校内研修会等が 

ありましたら、取材に伺いたいと思いますので是非ご連絡ください。  

取材した内容については、その都度『支援センター通信』を通して紹介してい 

きたいと思います。皆様のご連絡をお待ちしております。 

 

学校図書館の紹介！ 

 

 
 

 

 今年度、文部科学省委託「学校図書館の有効な活用方法に関する調査研究」の協力校である、鶴指小

学校と大洲小学校で６月２７日と３０日に国語科の授業研究会が行われました。 

 鶴指小学校では、２年生と６年生の授業が展開されました。 

「むしむしクイズをつくろう」という課題に対して、２年生が４類の本の中 

から自分で決めた「ムシ」の本を選び、思い思いのクイズを作っていました。 

 ６年生は、国語で学習した力を総合的な学習の時間に生かすことを目指し 

て授業が組まれていました。どちらも出来上がった作品は図書館に展示され 

全校の子どもたちが読むことになっているそうです。 

大洲小学校では、１・２・４・５・６年生の授業が展開されました。 

低学年は、先生のブックトークを聞いてから自分の好きな本を選んで紹介

カードを書いたり、神話や民話を紹介したりしました。 

高学年は、社会科の学習と絡めた調べ学習の展開を行ったり、中学校から

移行して今年度から新しく教科書に掲載された、古典や漢文の学習に取り組

んだりしていました。 

            両校とも、子どもたちが意欲的に学校図書館を利用しながら学習を進めて

いる姿が見られました。 

※７月６日に行われた第七中学校での研究会については、９月号でお知らせしたいと思います。 


